










































































































































































































　　　～ Oxford English Dictionary の衝撃～
　そこで、辞書を提示した。はじめに、スタンダード
の英語辞書とされるOxford	English	Dictionary の「ego」
「egoism」「egoist」を見た。すると、個々には否定的、
ネガティブな内容はほとんど記されていなかった。そ
ればかりか、「ego」「egoism」は、人間が主体的に考
え行動するうえで不可欠のものであり、それがないと
振り回される客体になる、と記されていた。
「ego」：
意識的な思考の主体、反対は「non-ego」すなわち客体
である。Self-esteem=自己肯定、	egoism＝エゴイズム、
self-importance＝自己尊重。
「egoism」：
個人の一部であり、自分自身の内面世界を除いては何
事も存在しえないという考え方。自己の関心や利害が
道徳性の基盤だという理論。自分の関心や利害が、行
動の原理を導く最も重要な要素だとみなすこと。
(派生的に )	自分のことしか考えない目的設定。すべて
の問いを自分との関係性において考える習慣。
「egoist」：
自分の行動決定の基準として自分の関心や利害を重視
する人。派生的に、自分のことばかり話す人。
「egotism」:	
自己中心癖。自己中心主義。
「selfish」：
他の人のことを度外視して、自分の優越や幸せばかり
関心を集中させる人。人間の具体的な行動の動機は自
己愛（self-love）だという考え方。
　それだけでなく、「『エゴイズム』はいけない」「悪
い」という考えは、「egoism」と「egotism」や「selfish」
との混同が原因らしい、と感じ始めた。
（７）辞書を調べてみた
　　　～日本の英和辞典、国語辞典の問題点～
　そこで、日本の英和辞典を調べてみた。すると、ほ
ぼ例外なしに、「ego」については「ラテン語 :私」「自我」
「自尊心」などとなっているが、「egoism」については、
「利己主義」「自己本位」「自己中心」となっている。そ
して、国語辞典では、「エゴイズム」は「利己主義」「自
己中心主義」などが前面に出ている。
「エゴイズム【egoism】	利己主義。主我主義。自己中心
主義」（『広辞苑』第六版　岩波書店　2008年）
「エゴイズム【egoism】	利己主義。利己心。哲学で、自
我とその意識だけが実際に存在するとする考え。」（『日
本語大辞典』　第2版　講談社　1989年）
「エゴイズム【名】（英egoism）自分の利益だけを考え、
他人のことを省みないこと。自己本位。わがまま。利
己主義。…実際に存在するのは自我だけであるとする
立場。」（『日本国語大辞典』　第2版　小学館　2001年）
　そして、「利己主義」は
「りこしゅぎ【利己主義】（egoism）自己の利害だけを
行為の基準とし、社会一般の利害を念頭に置かない考
え方。主我主義。自己主義。人間の自己から出発して
道徳の原理や観念を説明しようとする倫理学の立場。」
（『広辞苑』第六版　岩波書店　2008年）
「りこしゅぎ【利己主義】他人の迷惑をかまわず、自分
の利益、快楽だけを第一とする考え方。エゴイズム。」
（『日本語大辞典』　第2版　講談社　1989年）
「りこしゅぎ【利己主義】自分の利益や自分の立場だけ
を考え、他人や社会一般のことは考慮に入れず、わが
まま勝手にふるまう態度。身勝手。利己説。エゴイズム。」
（『日本国語大辞典』　第2版　小学館　2001年）
（８）《「egoism」→「egotism」「エゴイズム」
　→「利己主義」→「身勝手」悪いこと》という図式
　以上のことから、日本で刊行されている英和辞典や
国語辞典の世界では、《「egoism」→「egotism」「エゴ
イズム」→「利己主義」→「身勝手」悪いこと》とい
う図式が成立していることが分かる。そしてこれが、「エ
ゴイズムはよくない」「身勝手だから」と人々が考え
18
る、一つの根拠である。そしてもともとは英和辞典で
もある『ロングマン　英和辞典』でも「特に日本の英
語学習者のニーズにこたえるよう編纂された全く新し
い」英和辞典です」ということで、「e-go-ism…利己主義、
身がって、自負」とされている（『ロングマン英和辞典』
桐原書店　2007年）。
　こういうことであれば、「自己効力感」「自己肯定感」
が弱い若者が多いことは、若者だけの責任とは言えな
いだろう。
　なお、韓国語版の『CROWN	ENGLISH-KOREAN　
DICTIONARY』の訳語も日本の英和辞典と同じ内容で
あった。
　これらを調べるにあたっては、資格課程の山本洋、
片桐久美子両助手に大変お世話になったが、学生たち
には大きな衝撃が走った。
（９）「エゴイズム＝利己主義」の背景は何か？
　では一体、なぜ、こんなことが起きたのだろうか？
そこには歴史的な背景があったと考えられる。なぜな
ら、言葉は社会的な生き物だからである。つまり、肯
定的、積極的な「egoism」がネガティブな「エゴイズ
ム=利己主義」になったのは、社会の未成熟と思想的、
制度的背景があったと考えられる。
　ということで、先に述べた、『ヨーロッパ文化と日本
文化』『和俗童子訓』『女大学』『大学』、デカルト『方
法序説』「学事ニ関スル被仰出書」『学問のすすめ「初編」』
『女大学評論』『新女大学』「教育勅語」「大日本帝国憲法」
「私の個人主義」『みだれ髪』「日本国憲法」「教育基本法」
などを資料として配布し、解説をした。
　とくに、『女大学』については関心が高く、「今でも『三
従』や『七去』のような内容はなくなっていないと思う」
という反応も強かったので、また、模造紙とポストイッ
トを使った作業を行った。
　また、福沢諭吉の『学問のすすめ』では、「職分」という、
身分制を支えた用語を使いながら、職業にかかわる士
農工商の「職分」と、「国民の職分」「人民の職分」「政
府の職分」「人の職分」という、すべての人に共通の「職
分」＝ミッション、使命を重ね合わせていることを丁
寧に説明した。それによって、自由で平等な社会の担
い手という役割と、その中での職業をはじめとする個々
人の役割との両方を重視することができたからである。
それは、今日キャリアデザイン、キャリア教育が言わ
れるときに、職業だけを一面的に重視して、市民社会
の担い手や人間としての多面的な生き方が軽視され、
結果的に、職業キャリアもうまくいかない傾向もある
からである。
（10）自己表現には十分な時間が取れなかった
　最初の授業計画では、これらを踏まえたうえで、個
人的、社会的次元での自己表現に時間を割く予定だっ
た。しかし、資料解説と模造紙とポストイットの作業
やそのまとめで時間がかかった。その結果、自己表現
については、最初の配布物である「エゴイズムと自己
表現（覚え書き）―人と自然と社会のキャリアデザイン・
生涯学習の視点から―」を使っての解説にとどまった。
３．期末試験レポート
　半期の授業のまとめとしての期末試験は、パワポ形
式のレポートとした。
　その構成として次の点を指定した。
　・表紙、1ページ。
　・1、授業前の認識。3スライド、1ページ。
　・2、授業を通じて変わった点、3つ。3スライドで
　　	1ページ。合計、9スライド、3ページ。
　・３、これからの研究と取り組みの予定。3スライ
　　ドで1ページ。
　パワポ形式としたのは、振り返りと今後の展望につ
いて、じっくり取り組んでほしかったからである。出
てきた作品には力作が多かったが、これについての紹
介はまた稿を改めたいと思う。
　実際に授業を行って、学生の反応を見て、「エゴイ
ズムと自己表現」というテーマは日本やアジアでの特
殊性だけでなく、アメリカやヨーロッパを含む世界全
体での普遍性があるように、改めて思った。そしてそ
のためには、表現について、個人的次元のことと共に、
社会的な表現、作品化も視野に入れる必要があると考
えた。例えば、ソニーの創業者井深大が本業としての
ソニーの経営とともに、次女が障碍者であったことか
ら障碍者施設を作り、自分が理科が好きだったので、
理科教育を振興する組織を作ったように。
